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原子の内殻電子が外殻の非占有軌道へ光励起する時、外殻電子のイオン化連続状態との相互作用に

よってイオン化し、吸収スペクトル中に独特な自動イオン化共鳴の構造(またはプロファイル)として現
れる。この構造は励起－イオン化チャンネルと直接イオン化チャンネルとの間の干渉の結果で
Beutler-Fano profile [1]と呼ばれる関係式で記述される。この関係式はプロファイルパラメータq、
共鳴の幅ΓΓΓΓ 、共鳴のエネルギー Eの 3 つのパラメータを含んでいる。パラメータqとΓΓΓΓ は共鳴の形
を与える。 
実験は光イオン生成スペクトル法[2]を使って NaとMg原子の 2pと 2s励起領域について行った。 

光イオン化生成スペクトルは Na原子で光エネルギー30～140eV、Mg で 40～180eV の範囲で測定し
た。特に Na原子は 63～73eV、Mg原子は 87～104eVの 2s-mp共鳴励起領域に重点をおき測定した。 
得られたNaとMg原子の光イオン生成の結果はMCDF計算と Fano Profileを用いたカーブフィッ
ティングを使って解析した。なお得られた光イオン生成スペクトルはドレインカレントの値を用いて

光強度に対して規格化した。 
Na原子とMg原子の 2s→mp共鳴の解析は Beutler-Fano profileの式[3] 
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を使って行った。ここで、 
)(Eσσσσ ：入射光のエネルギーEの関数として表した光イオン化断面積。 

Tσσσσ ：光イオン化断面積のバックグランド。 
q：プロファイルパラメータ。 
ΓΓΓΓ ：共鳴の幅。 

BPW ：モノクロメータのバンドパス(50meVとした)。 

( ) 11 −+= ΓΓΓΓεεεεεεεε /' BPW   ( ) ΓΓΓΓεεεε
2
1/ErE −=   Er：共鳴のエネルギー。 

( ) 11 −+= ΓΓΓΓρρρρρρρρ /' BPW   ρρρρ ：相関係数。 
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プロファイル解析の結果を

図中に示す。 
当日のポスターでは MCDF
計算の詳細についても報告す

る予定である。 
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